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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

無料検査キットのお申し込みは
①右記の QR コードを読み込む
　（申込みフォームにつながります）

又は

②自費購入
　※キットは、体外診断用医薬品（国承認）

陽性者登録センターお問い合わせは、
☎0120-025-451へ

広尾町健康管理センター　（☎０１５５８－２－５１２２）
☎

65歳未満で症状が軽く、
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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

2-５１２３

２回目の接種から５か月経過した後に、オミクロン株対応２価ワクチンを追加接種すること
が可能になります。

オミクロン株対応ワクチンは１人１回の接種となります。

13時30分～16時30分

9時～12時／13時～17時

年内に従来型ワクチン（※）を接種してください。
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　９月 10 日（土）に、広尾小学校運動会が開催

されました。当日は天気に恵まれ、児童たちは青

空の下、日頃の練習の成果を発揮していました。
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【お問い合わせ】
子育て支援室児童係　☎２－０１７２

 申し込み方法
　保育園（所）、児童係で「支給認定申請書兼
施設利用申込書」等を配布しています。
　 町ウェブサイト「申請書ダウンロード」か
らもダウンロードできます。
　 申込書に必要書類（就労証明書など）を添
付のうえ、保育園（所）または児童係まで提
出してください。
※ 受付期間を過ぎてからお申し込みいただいた場合、年
度当初から入園（所）できない場合があります。

※ 入園（所）予約は受け付けておりませんので、年度途
中から入園（所）を希望される場合は別途お問い合わ
せください。

 受付期間　　　11月１日（火）～30日（水）

 入園・入所できる年齢（令和５年４月１日時点）と認定区分
　　　ひろお保育園　０歳（生後６か月）～５歳　　←どの認定でも入園できます
　　 豊似保育所　　２歳～５歳　　　　　　　　←１号認定は入所できません
　　 ▽入園（所）するためには、下表の認定を受ける必要があります。

認定区分 保育の必要性 年齢 保育・教育時間

１号 なし
３歳以上

午前９時～午後１時（４時間）

２号
あり

保育標準時間
　午前７時30分～午後６時30分（11時間）
保育短時間　　　
　午前８時～午後４時（８時間）３号 ０～２歳

 令和５年４月から「認定こども園ひろお保育園」または「豊似保育所」に

入園・入所を希望する児童を募集します。

令和５年度

園児募集ひろお保育園
豊 似 保 育 所

保育の必要性とは・・・
次の事由に当てはまる場合、「必要性あり」となります。
①ひと月において、48時間以上の就労
②妊娠、出産
③保護者の疾病
④同居または長期入院等している親族の介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（起業の準備を含む）
⑦就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
⑧虐待やＤＶのおそれがあること
⑨育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもが
いて継続利用が必要であること

⑩その他上記に類する状態として町が認める場合
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広尾町2022秋
文化イベントのお知らせ

第61回 広尾町文化協会「秋の芸術祭」

豊似地区文化・音楽祭

広尾町文化協会主催「秋の芸術祭」を３年ぶりに開催します。
陶芸・俳句・絵画・書道などの作品を展示する展示発表と音楽・舞踊な
どの稽古の成果を披露する芸能発表に分けて開催します。
各サークルの力作・熱演をぜひご覧ください。

「ワクワク」に出会うと題し、いつものように手作り感満載の豊似文化祭がやっ
てきます。ひとつひとつ心を込めてつくった作品をご堪能いただき午前は体験コー
ナーを設け、フリスビー犬ショー・虫博士とたくさんの虫・読み聞かせ＆懐かし
い遊び（ベーゴマ達人、けん玉名人来てほしい！）午後からはお馴染みの大正琴
に吹奏楽、ジャグリングや書道パフォーマンスの新しい演目にも注目です。

●主催：広尾町文化協会　
●日時：< 展示発表 >11月４日（金）～11月６日（日）
　　　　　　　　　　９時～18時（６日のみ17時まで）
　　　　< 芸能発表 >11月20日（日）
　　　　　　　　　　開場12時30分　開演13時
●会場：児童福祉会館　２階大ホール　 
　　　　※詳しいプログラムは当日会場で配布します。

●主催：豊似文化協会　
●日時： 11月５日（土）
　< 展示発表 >　９時00分 ～ 16時30分
　< 体 験 会 >　９時15分 ～ 11時30分
　< 音 楽 祭 >　13時00分 ～ 16時00分
●会場：農村環境改善センター

令和4年度 道民芸術祭・第52回十勝管内郷土芸術祭
北海道内及び十勝管内で持ち回り開催している芸術祭です。
今年度は広尾町で中札内・更別・大樹・広尾の４町村より集められた陶芸・俳句・絵画・
書道などの作品を展示する展示部門を開催します。
各町村自慢の作品をこの機会にぜひご覧ください。

●主催：北海道文化団体協議会　　後援：広尾町文化協会
●日時：< 展示発表 >11月９日（水）～11月13日（日）
　　　　　　　　　　９時～18時（13日のみ17時まで）
●会場：児童福祉会館　２階大ホール
　　　　※同時開催「アール・ブリュットこども作品展・移動展」

教育委員会 社会教育課 社会教育係 ☎２- ０１８１お問い合わせ
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わ
の

Ｖｏｌ．8　１７の目標（ゴール）⑦

広げよう！ＳＤＧｓの17の目標
（ゴール）と広尾町の
取組を紹介します。
公式ウェブサイトで
もＳＤＧｓについて
紹介していますので
ご覧ください。

　広尾市街の大部分では、公共下水道が
整備され、家庭などで使った水は終末処
理場できれいにして、海に流しています。
　また、公共下水道が整備されていない
地域でも、各家庭において「個別排水処理
施設」を設置する事業を推進しています。

安全な水とトイレを使えるようにする
うえで、下水道が果たす役割は大きいん
だ。下水道は水洗トイレが使えるように
なるだけではなく、魚が住めるぐらい海
の水をきれいにするなど、見えないとこ
ろで私たちの生活を支えているよ。

問：企画課企画防災係　☎２－０１８４

今月の担当者の SDGs 行動宣言　【食材を効率よく使い、食品ロスの削減に努めます！】

広尾町の取り組み
下水道施設の整備

食べ残しや廃油を流さないなど、正しく下水道を使い、
豊かな海を守っていこう！

　役場庁舎では、約 200 台のパソコンと約 40 台のプリンター・コピー機を
使って日々業務を行っています。電力消費量を抑えるため、次のような小さ
な取組を積み重ねることが重要であると考えています。
○パソコンを使わないときはスリープモードにする。
○パソコンの画面の明るさを１段階下げる。
○プリンターを省電力モードに設定する。
○コピー機を使い終わったら節電ボタンを押す。
　パソコンやプリンター以外にも、省電力機能を備える製品が多くあります。
ご家庭の製品をチェックして、省電力機能を効果的に活用しましょう。

めざそう！ゼロカーボン Vol.7

～ save the earth ～

≪今月の担当は「総務課」です≫

小さなことからコツコツと

電子機器の「省電力機能」を活用しましょう！
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

町内会女性部連絡会が
木製ランタンの作成に協力

広尾中伊藤さん全道大会出場報告

点 灯 式 に 向 け て

中高一貫実施事業

自己ベストを目指して

10月22日に実施されるサンタランドイルミネーション点灯
式に向けて、町内会女性部連絡会（白幡すみ子会長）が木
製ランタンの作成協力事業を実施しました。この日は各町
内会女性部長など21人が参加し、班に分かれて木製ランタ
ンを作成しました。白幡会長は「町のために少しでも力に
なれれば」と話しました。

①中高一貫交通安全街頭啓発運動
ドライバーの交通安全意識を高めるため、両
校の生徒会が参加。道路沿いで旗を掲げて
ドライバーに安全運転を呼び掛けました（写
真は中学生実施のもの）。

②語り場
高校２・３年生と中学校３年生が、進路や
学校生活のことなどについて語り合う場が
設けられました。生徒たちは質問や雑談を
しながら交流を深めていました。

③中高広域合同清掃活動
両校の全校生徒が町内の清掃活動を実施。複
数の班に分かれ、市街地に落ちているゴミ
を拾いました。広尾川周辺では先輩後輩が
協力して一緒にゴミを拾うなど、清掃活動
を通して交流を深めました。

①①

砲丸投げで「北海道中学校新人陸上競技大会」に出場する
広尾中学校２年の伊藤隼

はやて
颯さんが、菅原教育長を表敬訪問

しました。伊藤さんは８月に開催された地区大会で記録し
た8.77ｍで参加標準記録を突破し、出場権を獲得。「全道
大会では自己ベストの９ｍ台を目指したい」と意気込みを
語りました。

9/
11

9/
12

地域おこし協力隊に作り方を教わる参加者地域おこし協力隊に作り方を教わる参加者左から藤本教諭、伊藤さん、菅原教育長左から藤本教諭、伊藤さん、菅原教育長

②②

③③
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾町敬老会・長寿賞

広尾高校いじめ防止教室おもいっきり楽しみ隊

いつまでもお元気で

いじめについて考える新鮮野菜を収穫体験

９月12日に豊似地区対象の敬老会が農村環境改善センター

で、９月22日に豊似地区以外を対象にした敬老会が児童福

祉会館で開かれました。３年ぶりとなる敬老会は、新型コ

ロナ感染拡大防止のため飲食や懇談を行わない形で開催。

長寿・米寿・喜寿の方たちに記念品が贈呈されたほか、余

興として民舞などが披露され、出席者を楽しませました。

○曾田キミさんに長寿賞

９月18日に満100歳の誕生日を迎えた曾田キミさんに、村

瀨町長から長寿賞の盾と花束が敬老会の会場で贈呈されま

した。曾田さんに長寿の秘訣を聞くと、「規則正しい生活と、

自分の身の回りのことは、自分でやることです」としっか

りした声で答えてくれました。曾田さん、100歳おめでと

うございます！

広尾高校（小島政裕校長）でいじめ防止教室が開催されま
した。この日は全校生徒が参加し、いじめについて様々な
角度から考え、生徒同士で議論しました。また生徒会企画
のゲームでは、相手を褒め合うことでお互いの尊さを再確
認しました。生徒会長の二本柳騰磨さんは「今回がいじめ
について考えるきっかけになれば」と話しました。

町教育委員会主催の「おもいっきり楽しみ隊」の４回目の
プログラムが、町内で体験型宿泊施設を営む大庭ひとみさ
んの畑で実施され、児童27人が秋の野菜収穫を楽しみまし
た。畑では枝豆やトウモロコシなどを収穫し、参加した松
長宗佑さんは「ジャガイモを掘るのに夢中になれて楽しかっ
た」と感想を話しました。

9/12
・22

9/
16

9/
17

生徒会企画のゲームに参加する生徒生徒会企画のゲームに参加する生徒

▶９月12日
豊似地区敬老会

９月22日▶
広尾市街地区敬老会

▶左から、曾田さん、
村瀨町長

枝豆の収穫をする参加者枝豆の収穫をする参加者
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ピロロフェス2022（株）アルムシステム様

広尾町開町記念表彰式

広尾の１次産業が集結寄 附 に 感 謝

町 の 発 展 に 貢 献

ピロロフェス2022が実行委員会とピロロツーリズム推進協
議会（菊地亜希会長）の共催で開催され、約500人が来場
しました。当日は乳製品の手作り体験や各種ステージイベ
ント、飲食・雑貨の販売が行われ、会場は大いに賑わいま
した。来場した方は「食べ物が美味しいだけでなくイベン
トも楽しかった。来年以降も開催してほしい」と話しまし
た。

（株）アルムシステム（帯広市、清信祐司社長）及び関連

企業から企業版ふるさと納税による寄附300万円をいただ

きました。同社からの寄附は、今年で６年連続となります。

寄贈式に出席した清信功之介取締役は「教育や農山漁村ホー

ムステイ事業に役立てていただきたい」と話しました。

開町記念表彰式がコミセン大ホールで行われ、13人が各功
労賞を受賞、３人と12社・１団体に感謝状が贈呈されまし
た。表彰式には19人が出席し、村瀨町長から記念盾と感謝
状を受け取りました。

○受賞者（敬称略）
・自治功労賞
北藤利通、志村國昭、山川揚大

・社会功労賞
辻田隆子、頼田亨、柴崎忠雄、菅原靖弥、
藤石民広、故・本保勝、井齋英世、北藤敦博

・産業功労賞
今村弘美、辻田宣明

・感　謝　状　
阿曽 代、川崎正幸、川田工業（株）、（株）カルテック、
日高信用金庫、（有）田中建設、（株）北口電器商会、宿
院祐美、藤原工業（株）、広尾ロータリークラブ、大昭
電気工業（株）、東日本冨士新道路（株）、新栄クリエイ
ト（株）、（株）山内組、（株）アルムシステム、（有）道
東車輌工業

9/
17

9/
20

9/
20

アイス作りを体験する子どもたちアイス作りを体験する子どもたち左から村瀨町長、清信取締役左から村瀨町長、清信取締役

感謝状贈呈者

各功労賞受賞者
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

日高信用金庫様

シャッターペイント体験会

認定こども園ひろお保育園運動会

認知症に関する講演会

寄 附 に 感 謝

商店街を華やかに

よ ー い ド ン！

本 当 の 支 援 と は

日高信用金庫（浦河町・大沼孝司理事長）から、十勝港ま
つり海上花火大会での出店売上金48,900円の寄附を頂きま
した。今回の寄附は創立100周年記念事業の一環で、寄贈
式に出席した山村浩樹広尾支店長は「子どもたちに好評で、
まつりに貢献できて良かった」と話しました。今回の寄附
は青少年の健全育成に役立てられます。

商店街アートプロジェクトの一環で、小中高校生を対象に
シャッターペイント体験会が本通８丁目で開かれました。
当日は児童・生徒10人が参加し、デザインを担当した地域
おこし協力隊インターンの中嶋恵子さんは「地元の子ども
たちと広尾町の特色を盛り込んだ共同作品を仕上げられて
良かった」と話しました。

ひろお保育園の運動会が開催され、全園児が参加しました。
新型コロナ感染防止のため、クラスごとに分けての開催と
なり、この日は５歳児クラス35人が参加。見守る保護者に
向けて、日頃の練習の成果を思う存分発揮していました。
参加した渡部大

ひろと
翔くんは「最後のリレーで走るのが楽しかっ

た」と話しました。

「認知症になっても希望を育むことができる地域をめざして」
をテーマに講演会が開催され、68人が参加しました。講師
の宮崎直人氏が自身の経験に基づいたエピソードを交えな
がら認知症支援の在り方について講演しました。参加した
町内の社会福祉施設で働く方は「大変勉強になった。今後
の仕事で活かしたい」と話しました。

9/
20

9/
25

9/
21

9/
27

左から村瀨町長、山村支店長左から村瀨町長、山村支店長

シャッターペイントに取り組む参加者シャッターペイントに取り組む参加者

演目「どっこいしょ」を笑顔で踊る園児たち演目「どっこいしょ」を笑顔で踊る園児たち

講師の（有）グッドライフ代表取締役宮崎氏講師の（有）グッドライフ代表取締役宮崎氏
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ふるさと給食

日高信金が記念植樹

火災予防フェスタ

すまいる元気塾
「健康づくり /閉講式」

地元産の食材を味わう

共に大きく育って

消 防 活 動 を 体 験

みんなで一緒に健康増進

広尾漁協さけ定置網漁業部会（髙松安貴雄部会長）から秋

鮭20尾が無償提供され、町内の小・中学校、高校の給食で

「広尾産あきあじの塩かつ」として振る舞われました。地

元の旬の食材を存分に味わった広尾小学校１年生の川井葉
は

七
な
さんは「カリカリしておいしい」と感想を話しました。

昨年度に引き続き、日高信用金庫（浦河町・大沼孝司理事
長）による記念植樹が、認定こども園ひろお保育園で行わ
れました。園児たちが見守る中、桜の苗木３本が、山村浩
樹広尾支店長と田中副町長の手で植えられました。山村支
店長は「子どもたちと共に大きくなって、きれいな花を咲
かせてくれれば」と話しました。

新型コロナ感染症の影響により中止となっていた「火災予
防フェスタ」が３年ぶりに開催されました。来場した子ど
もたちは本物のホースでの放水体験や消防車乗車体験、今
年から新しく追加された煙体験などのコーナーを楽しみま
した。放水体験をした石村樂さんは「うまく的に当てられ
て楽しかった」と話しました。

今年度最後となるすまいる元気塾が児童福祉会館大ホール
で行われました。今回は「健康づくり」をテーマに、その
場でできる運動やタオルを使ったトレーニングなどを実施。
参加者は終始楽しく取り組み、汗を流しました。参加した
方は「家でも実践できそうな簡単な筋トレを知ることがで
きて良かった」と話しました。

9/
29

10/
5

10/
1

10/
6

口いっぱいにほおばる児童口いっぱいにほおばる児童

左から田中副町長、山村支店長左から田中副町長、山村支店長

放水体験をする来場者放水体験をする来場者

タオルを使ったトレーニングの様子タオルを使ったトレーニングの様子
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種･

募
集
人
数･

給
料･

応
募
資
格

※ 

次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
臨
時
職
員
も
昇
給
あ
り
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
１
８
８
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

 

２
０
０
，
７
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

 

１
６
５
，
３
０
０
円
～

　

 

※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　

若
干
名

　
月
額
：
１
７
７
，
４
０
０
円
～

　
資
格
： 

理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療

法
士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
５
４
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

･

看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
若
干
名

　
月
額
：
１
５
８
，
０
０
０
円
～

　
※ 

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

募
集

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
12
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

 

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

及
び
巡
回
公
務
補　
募
集

○
募
集
人
数

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

　
及
び
巡
回
公
務
補　
１
人

○
雇
用
期
間

　
12
月
１
日
～
（
予
定
）

○
時
給

　
運
転
手　
　
　
１
，
８
０
０
円

　
巡
回
公
務
補　
１
，
３
３
３
円

○
応
募
資
格

　

 

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

○
応
募
方
法

　

 

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
管
理
課
総

務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　
面
接
試
験

○
試
験
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
管
理
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
６
）

札幌のツリー用トドマツ掘り出し老人ホームに秋鮭寄贈

クリスマスに向けて旬の味覚を味わって

札幌市内の大型商業施設サッポロファクトリーで巨大クリ
スマスツリーに使用する広尾産トドマツの掘り出しが茂寄
地区の民生林で行われました。町が毎年同施設に贈呈して
おり、今年は高さ13メートル、幹の直径が24センチ、重さ
3.3トンの巨木が運ばれました。トドマツは札幌に到着後、
11月上旬から点灯が開始されます。

広尾漁協さけ定置網漁業部会（髙松安貴雄部会長）から広
輝４尾、メスの秋鮭５尾が老人ホームに寄贈されました。
髙松部会長は「毎年恒例の旬の秋鮭。美味しく召し上がっ
てもらえれば」と話しました。今回頂いた秋鮭は、12日に
塩焼き、13日にイクラの醤油漬けとして入所者に振る舞わ
れる予定です。

10/
7

10/
11

掘り出したトドマツを運搬する様子掘り出したトドマツを運搬する様子左から髙松部会長、村瀨町長左から髙松部会長、村瀨町長
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
除
雪
運
転
助
手　
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

○
募
集
人
数

　
除
雪
運
転
助
手
（
パ
ー
ト
）　
５
人

○
雇
用
期
間

　
令
和
４
年
12
月
１
日
～

　

 

令
和
５
年
３
月
31
日

○
給
与

　
時
給
：
１
，
１
７
３
円
～

○
応
募
資
格

　

 

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者
・
深
夜
早
朝
勤

務
可
能
な
方

○
応
募
方
法

　

 

11
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
添
付
）
と
運
転
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
、
建
設
水
道
課
車
両
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　

 

後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
に
通
知

問　
車
両
係
（
☎
２
・
２
２
０
１
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
継
続
中
で
す
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か
？　
12
月
末
ま
で
引
き
続

き
最
大
二
〇
〇
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
分
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
も
、
ま

だ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

や
申
請
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方
も
住
民

係
窓
口
で
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
手
続
き
は
事

前
登
録
が
必
要
な
も
の
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
）。

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

・
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
等

・
ご
本
人
の
口
座
番
号
（
通
帳
等
）

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
広
尾
町
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
町

内
業
者
が
施
行
・
販
売
す
る
新
築
・
建

お
知
ら
せ

売
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
奨
励
金
を
交

付
す
る
支
援
事
業
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
支
援
事
業
を
ご
利
用
の
方
は
、
工
事

の
着
手
や
契
約
前
に
事
前
届
出
書
の
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
手
続
き
や
対
象
の
工
事
に
つ
い
て
な

ど
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
工
事
の

着
手
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
５
月
号
を
ご
覧
に

な
る
か
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係
（
☎
２
・
０
１
７
７
）

映
画
「
北
の
流
氷
」（
仮
題
）

製
作
準
備
委
員
会
よ
り

　
四
町
（
浦
河
、
様
似
、
え
り
も
、
広

尾
）
は
、
か
ね
て
よ
り
「
え
り
も
の
緑

化
事
業
」
を
題
材
と
し
た
劇
場
用
映
画

製
作
を
企
画
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
準

備
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

最
短
で
令
和
５
年
８
月
の
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
下
旬
に
浦
河
町
出
身
の
映
画
監

督
田
中
光
敏
氏
が
来
町
さ
れ
、「
今
ま

で
制
作
し
て
い
た
映
画
が
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
を
迎
え
た
の
で
こ
れ
か
ら
北
の
流
氷

の
制
作
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
れ
る
。
ま
ず

は
資
金
集
め
や
映
画
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係
（
☎
２
・
０
１
７
７
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン１

８
８

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
局

番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご

案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活
相

談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に
あ
っ

た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電
話
番
号

で
つ
な
が
る
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

詳しくは、ＱＲコードからアクセスし、ご覧ください。

田中監督（襟裳岬）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員

が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

問　
商
工
観
光
係
（
☎
２
・
０
１
７
７
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
閉
鎖

　
今
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー

プ
ン
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
期
は
11
月
６
日
（
日
）
を
も
っ
て
、

シ
ー
サ
イ
ド
、
野
塚
、
豊
似
、
音
調
津

の
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　
な
お
、
鉄
道
記
念
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
11
月
13
日
（
日
）
を
も
っ
て
閉

鎖
し
ま
す
。
残
り
の
期
間
も
マ
ナ
ー
を

守
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

問　
社
会
教
育
係
（
☎
2
・
０
１
８
１
）

「
海
洋
博
物
館
」
無
料
開
放

　
海
洋
博
物
館
は
11
月
６
日
（
日
）
を

も
っ
て
今
年
度
の
営
業
を
終
了
し
ま
す
。

最
終
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
３

日
、
５
日
、
６
日
の
３
日
間
は
、
町
内
・

町
外
、
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
全
て

の
方
を
対
象
に
博
物
館
を
無
料
で
開
放

し
ま
す
。

　
今
ま
で
入
館
さ
れ
た
こ
と
の
無
い
方

な
ど
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
来
館
い
た

だ
き
、
海
や
郷
土
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

展
示
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
無
料
開
放
日
時

　
11
月
３
日
（
木
・
祝
）・

　
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

※ 

11
月
７
日
（
月
）
か
ら
翌
年
４
月
下

旬
ま
で
は
冬
期
休
館
し
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係
（
☎
2
・
０
１
８
１
）

１
１
９
番
の
日

　
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で

す
。
１
１
９
番
は
火
災
・
救
急
・
救
助

の
緊
急
電
話
番
号
で
す
。

　
通
報
の
際
、
住
所
は
市
町
村
名
か
ら

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
出
先
な

ど
で
住
所
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
目
標

と
な
る
建
物
や
橋
な
ど
の
名
称
、
バ
ス

停
ま
た
は
携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
、
住
所
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　
自
宅
か
ら
通
報
す
る
場
合
で
も
住
所

が
分
か
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
確
認
し
て

お
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
正
し
い
１
１
９
番
通
報
は
消
防
車
や

救
急
車
の
早
い
到
着
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
警
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

「
ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募
」結

果

　

８
月
24
日
か
ら
９
月
15
日
ま
で
の

間
、「
広
尾
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
改
訂
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
が
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
計
画
に
よ
り
、
長
期
的

な
視
点
を
持
っ
て
公
共
施
設
等
の
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問　
企
画
防
災
係
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
家

庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社
会
全
般
に
わ

た
り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い

関
心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
取
組
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
標
語
は
、

～
「
も
し
か
し
て
」

　
　
　
た
め
ら
わ
な
い
で
！

　
　
　
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
～

で
す
。

　
夜
遅
く
に
、
幼
児
が
一
人
で
外
に
い

る
、
異
常
な
怒
鳴
り
声
や
叫
び
声
、
物

音
、
激
し
い
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
、

子
ど
も
が
ひ
ど
い
怪
我
を
し
て
い
る
な

ど
、「
も
し
か
し
て
虐
待
か
も･･･

」

と
思
っ
た
ら
、
児
童
相
談
所
虐
待
対
応

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

ま
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
発
信
元

の
市
内
局
番
か
ら
管
轄
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

問　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の

特
別
給
付
金
の
支
給

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
、
申
請
不

要
の
積
極
支
給
対
象
者
を
除
き
、
一
部

の
対
象
者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
申
請
が
必
要
と
な
る
支
給
対
象
者

※
①
・
②
の
両
方
に
当
て
は
ま
る
方

① 

18
歳
未
満
（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等

② 

令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
急
変
し
、

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

た
方
（
家
計
急
変
者
）

○
給
付
額

① 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

② 

北
海
道
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
対
象
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円

○
支
給
方
法

　
指
定
口
座
へ
の
振
込

○
申
請
期
限

　
令
和
５
年
２
月
28
日

問　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
２
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
月
に
１
回
～
２
回
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者
宅
な
ど
を

訪
問
し
、
定
期
的
な
見
守
り
や
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
訪
問
等

の
結
果
、
利
用
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

方
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

② 

65
歳
未
満
の
一
人
暮
ら
し
の
障
が
い

者
③ 

そ
の
他
、
定
期
的
な
訪
問
が
必
要
な

方
○
内
容

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
ケ
ア
推
進
員
が

定
期
的
な
家
庭
訪
問
を
行
い
、
健
康
状

態
や
生
活
状
況
に
つ
い
て
お
話
を
う
か

が
い
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
お
困
り
ご
と
の
相
談

を
受
け
ま
す
。

○
そ
の
他

　
利
用
に
つ
い
て
は
ま
ず
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

冬
の
交
通
安
全
運
動

11
月
13
日
（
日
）
～
22
日
（
火
）
ま
で

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
！

　
夕
暮
れ
が
早
ま
り
、
歩
行
者
の
発
見

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
や
高
齢
者
自
身
も
危
険

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
反

射
材
用
品
を
着
用
し
、
運
転
者
へ
の
「
見

え
や
す
さ
」
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
路
面
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
！

　
早
朝
、
夜
間
は
路
面
凍
結
の
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
早
め
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
感
覚
を
夏
道
か
ら
冬
道
に
切
り

替
え
て
、
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
、

ス
リ
ッ
プ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る

極
め
て
悪
質
・
危
険
な
「
犯
罪
」
で
す
。

一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し

な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
町
地
域
安
全
推
進
協
議
会

　
　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

　
　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
電
話
で

停
電
情
報
の
確
認
が
で
き
ま
す

　
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
た
地
域
内
で
停
電
が

発
生
・
解
消
し
た
際
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お

知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
自
分
の
住
む
地
域
だ
け
で
な
く
、
道

内
で
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
の
地
域
な
ど
、

最
大
４
か
所
の
停
電
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
・
利
用
料
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
登
録
方
法

①
左
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ほ
く

　
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

　
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
達
登
録
す
る

②
ト
ー
ク
画
面
内
の
「
地
域
を
登
録
す

　
る
」
ボ
タ
ン
か
ら
、
停
電
情
報
を
受

　
け
取
り
た
い
情
報
・
地
域
な
ど
を
選

　
択
す
れ
ば
登
録
完
了

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
停
電
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

　
ま
た
、
電
話
で
停
電
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
確
認
し
た
い
住

所
を
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
動

音
声
に
よ
り
24
時
間
い
つ
で
も
停
電
発

生
の
有
無
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
が
難
し
い
場
合
は
、

こ
ち
ら
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
停
電
情
報
自
動
応
答
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
・
１
６
５
・
５
９
７

問　

 

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
帯
広
支

店
大
樹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
０
６
０
・
７
３
９
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い

て
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
女

性
に
対
す
る
夫
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
11
月
18
日
（
金
）
か
ら
24
日

（
木
）
ま
で
は
、「
全
国
一
斉
『
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で

す
。
期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間
を

延
長
し
て
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

〇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

〇
受
付
時
間　

　
平
日
：
午
前
８
時
半
～

 

午
後
５
時
15
分

〇
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　
午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
は

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

〇
実
施
機
関

　
釧
路
地
方
法
務
局
・

　
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広

人
権
予
後
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
年
帯

広
市
と
の
共
催
で
「
女
性
の
た
め
の
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
年
４
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
第
４
回
は
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
中
止
す
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
日
時

　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
３
時
半

　
※
最
終
受
付
：
午
後
３
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
）

○
対
象
者　
女
性
の
方
の
み

○
相
談
員

　

 

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

 

セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、
職
場
で
の
男
女

差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
内
容

○
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

　
　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
４
・
５
８
５
３
）

※
注
意
※

催
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
場
で
す
。

催
し

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
は
左
記
の
と
お
り
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

①
11
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
半
～

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

②
11
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
半
～

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
注
意
事
項

　

 

出
か
け
る
前
に
自
宅
で
体
温
測
定
を

し
て
発
熱
が
無
い
こ
と
や
体
調
不
良

で
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

 

屋
内
で
で
き
る
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

議
会
報
告
会

　
「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
と
す
る

た
め
、
議
会
の
活
動
状
況
を
直
接
町
民

に
報
告
・
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
う

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い

て
、
意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

※
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問　
議
会
事
務
局
（
☎
２
・
０
１
８
０
）

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
を

1
月
3
日
に
開
催
し
ま
す

　
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
門
出
を
祝
う
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象

で
す
。

　
８
月
31
日
現
在
で
広
尾
町
に
住
民
票

○日時・会場
日　　時 会　　場

11月21日
 （月）

午後２時 農村環境改善センター

午後６時半 音調津総合センター

11月24日
 （木） 午後７時 コミュニティセンター

を
有
す
る
方
に
は
、
案
内
状
を
お
送
り

し
ま
す
。
就
職
、
進
学
な
ど
で
本
町
を

離
れ
て
い
る
方
、
本
町
に
住
民
票
を
有

し
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
12
月
２

日
（
金
）
ま
で
に
社
会
教
育
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
ご
家
族
な
ど
代
理
の
方

の
ご
連
絡
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

・ 

ご
出
席
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

・ 

発
熱
・
体
調
不
良
の
場
合
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

・ 

ご
家
族
の
方
の
入
場
・
観
覧
は
お
断

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時　
１
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

　
※
受
付
は
午
後
１
時
開
始

○
会
場　
児
童
福
祉
会
館

問　
社
会
教
育
係
（
☎
2
・
０
１
８
１
）

令和4年はたちのつどいの様子
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
６
６
・
７
１
１
２
）

※ 

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

熱
帯
の
生
き
物
展

「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

ア
ニ
マ
ル
っ
て
な
に
？
」

　
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
っ
て
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
講
師
に
更
別
昆
虫
研
究
所
の
斎
藤
彦

馬
氏
（
ひ
こ
に
ゃ
ん
先
生
）
を
お
招
き

し
、
熱
帯
地
域
に
す
む
イ
グ
ア
ナ
や
ヘ

ビ
、
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
を
展
示
し
な
が
ら

楽
し
い
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

町
民
か
わ
ら
版

す
。（
め
ず
ら
し
い
ヘ
ビ
に
さ
わ
れ
る

か
も
！
）

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
11
月
５
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
頃

　
（
展
示
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

○
会
場

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

 （
当
日
、
同
会
場
で
豊
似
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。）

〇
講
師

　
更
別
昆
虫
研
究
所

　
所
長　
斎
藤　
彦
馬
氏

〇
参
加
費　
無
料

問　
パ
オ
パ
ブ
（
包
場
部
）

　
　
代
表　
松
田　
健
司

　
　
（
☎
０
９
０
・
８
２
７
３
・
３
８
０
３
）

広
尾
書
道
会　
11
月
の
講
座

「
書
の
た
の
し
み
講
座
」

　

自
分
の
名
前
の
印
づ
く
り
や
筆
を

使
っ
た
書
初
め・年
賀
状
作
成
の
ほ
か
、

大
き
な
筆
を
使
っ
て
大
き
な
文
字
を
書

く
な
ど
楽
し
く
書
道
に
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
！

○
日
時

　
11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　
両
日
午
前
11
時
～
午
後
4
時

○
会
場

　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

○
そ
の
他

・
参
加
無
料

・
事
前
申
込
不
要

問　
広
尾
町
文
化
協
会
所
属

　
　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
☎
２
・
３
２
７
８
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町

民
や
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
募
集
等
、
公
益

的
な
情
報
を
掲
載
で
き
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切

　
12
月
号　
11
月
８
日
（
火
）

○
提
出
先　
ふ
れ
あ
い
の
係

※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係（
☎
２･

０
１
８
４
）

ご
意
見
箱
の
コ
ー
ナ
ー

　
町
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

そ
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
国
道
沿
い
の
草
取
り
に
つ
い
て
』

　
春
に
な
っ
て
、
広
尾
川
ま
で
お
散
歩
。

だ
ん
だ
ん
歩
道
に
草
が
生
え
、
今
で
は

バ
バ
車
が
通
れ
ま
せ
ん
。
車
道
に
出
て

お
散
歩
し
て
い
る
。
会
所
か
ら
、
お
買

い
物
の
た
め
歩
く
け
ど
、
草
の
た
め
車

道
に
は
み
出
し
て
歩
く
。
楽
古
の
方
は

キ
レ
イ
だ
け
ど
、
え
り
も
方
面
か
ら
来

る
人
、
ど
う
思
う
か
。
町
民
の
私
も
、

斜
面
は
原
生
花
園
の
よ
う
に
ス
テ
キ
な

花
々
で
迎
え
て
く
れ
て
良
い
と
思
う
け

れ
ど
、
お
散
歩
の
人
が
車
道
を
歩
い
て

い
る
の
は
、
ど
う
だ
―
と
思
う
の
で
す
。

　
緑
の
丸
い
コ
ケ
の
美
幌
地
区
も
、
そ

れ
を
見
る
た
め
、
結
構
人
が
入
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
の
歩
道
も
や
っ
ぱ
り
草

で
車
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。
地
区
の
お

年
寄
り
も
、
車
道
を
歩
き
、
と
て
も
危

な
い
。

　
町
長
、
ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
？

【
回
答
】

　
国
道
沿
い
歩
道
等
の
雑
草
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
景
観
上
の
問
題
や
エ

ゾ
シ
カ
等
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
国
道
を
管
理

す
る
国
（
帯
広
開
発
建
設
部
）
に
対
し
、

道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
を
提

出
す
る
な
ど
、
道
路
管
理
の
徹
底
と
環

境
整
備
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
良
好
な
道
路
環
境
を
維
持
す

る
た
め
、
引
き
続
き
要
望
等
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

 

（
担
当
：
企
画
防
災
係
）

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
ご
意
見
箱
は
役
場
１
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
児
童
福
祉
会
館
（
図
書
館
）、

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
と
と

も
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター

91

■
高
齢
者
虐
待
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
問
題
で
す

　
「
虐
待
」
と
き
く
と
、
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
よ
う
な
稀
な
事
件
の
よ
う
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
年

間
１
６
，
０
０
０
件
以
上
通
報
が
あ

り
、
通
報
さ
れ
て
い
な
い
虐
待
が
そ

の
何
倍
に
も
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
虐
待
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は

　
介
護
負
担
が
重
い
、
介
護
者
の
知

識
・
技
術
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
も
と
も
と
の
家
族
の
関
係
性
が

良
く
な
い
こ
と
や
経
済
的
な
問
題
、

家
庭
の
孤
立
な
ど
も
背
景
に
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
介
護
者
の
負
担
を
減
ら
す
に
は

①
家
族
や
近
所
の
人
に
協
力
を
求
め

た
り
、
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
上
手

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
病
気
な
ど
の
特
性
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
認
知
症
が
あ
る
と
介
護
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
だ
と
気
付
か
ず
「
わ
ざ
と
や
っ

て
い
る
」
と
捉
え
て
虐
待
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
接
し
方
で
認
知
症
の
症
状
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
怒
っ
た
り
叱
っ
た

り
せ
ず
、
で
き
な
い
こ
と
を
責
め
な

い
で
で
き
る
こ
と
を
褒
め
る
な
ど
適

切
な
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
で
は
虐
待

を
発
見
し
た
方
は
通
報
す
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

自
分
は
無
関
係｣

と
は
思
わ
ず
、

自
分
や
周
り
に
虐
待
に
つ
な
が
る
行

動
が
な
い
か
、振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
も
し
虐
待
に
気
付
い
た
ら
、
虐
待

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
犯
罪
に
ま
で

至
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
を
！

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２・３
３
７
０
）

防
ご
う
、高
齢
者
虐
待

372

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
（
令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
保
険

料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

・
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方

→
令
和
４
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

・
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

→
令
和
５
年
２
月
上
旬

◆
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で

す
！
！

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て

も
有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
こ
の
機
会
に
年
金
加
入
状
況

を
確
認
し
、
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
☎
２・０
１
７
１
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！
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が
ん
検
診・特
定
健
診
等

日
時　
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
23
日
（
月
）

受
付　
６
時
〜
10
時
30
分

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
12
月
23
日
（
金
）
ま
で

が
ん
検
診

　
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
が
ん
」。
年
１
回
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
35
歳
以
上
の
方

　
　
　

�（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

歳
以
上
の
男
性
）

内
容
・
料
金

・
胃
が
ん
検
診�

１
，
０
０
０
円

・
肺
が
ん
検
診�

３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診�

６
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診

�

１
，
０
０
０
円

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
個
人
で
受
け
る
と
最
大
約
１
万

円
か
か
る
検
査
が
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

①�

30
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
方

②�

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
方

③�

30
歳
以
上
で
生
活
保
護
世
帯
の

方
※�

①
〜
③
以
外
の
方
で
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容　

�

身
体
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
な
ど

料
金　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象　

�

40
〜
70
歳
で
、
こ
れ
ま
で

受
け
た
こ
と
が
な
い
方

内
容　
血
液
検
査

　
　
　
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
）

料
金　
７
０
０
円

※�
各
種
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
年
度
内
70
歳
以
上

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
感
染

し
て
も
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
ま
せ

ん
。

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

　
　
　
（
５
年
に
１
回
）

内
容　
血
液
検
査

料
金　
無
料

※�

未
成
年
の
方
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
年
に
１
回
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
検
診

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

内
容　
子
宮
頸
部
細
胞
診

料
金　
２
，
１
０
０
円

（
必
要
者
）
体
部
が
ん
検
診

�

１
，
３
０
０
円

乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

内
容　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

料
金　
２
，
３
０
０
円

※�

対
象
外
〜
医
療
機
関
で
治
療
中
・

経
過
観
察
中
の
方
、
前
年
度
町

助
成
の
検
診
を
受
け
た
方

※�

事
前
に
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん・乳
が
ん
個
別
検
診

　
通
常
３
，
０
０
０
円
〜
５
，
０

０
０
円
の
歯
科
検
診
が
、
５
０
０

円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
町
民

料
金　
５
０
０
円

成
人
歯
科
検
診

実
施
医
療
機
関

仁
愛
会
歯
科�

☎
２･

２
３
４
７

な
か
の
歯
科
医
院

�

☎
２･

４
２
２
８

広
尾
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

☎
２･

６
５
１
１

申
込　
直
接
歯
科
医
院
へ
予
約

実施医療機関 子宮がん 乳がん
帯広厚生病院 ○ ○
帯広協会病院 ○ ○
坂野産科婦人科 ○
慶愛病院 ○
慶愛女性クリニック ○
北斗病院 ○
帯広第一病院 ○
上徳整形外科 ○

（今月の担当）
栄養士　吉田　さゆり「シリーズ高血圧④　血圧と腎臓の関係」

腎臓は血液の中にある大量の老廃物をろ過
して尿として外へ出す働きをしています。
その時に、他の血管の４倍という高い圧力を
かけて尿をろ過しています。
ただでさえ高い圧力のところに、高血圧が
加わると腎臓が圧で傷んできます。
腎機能が悪くなると余分な塩分と水分の排
泄が十分にできず、血液量が増加し、血圧が
上がるという悪循環が起こります。

自分の腎臓が今どのくらい機能して
いるのか、特定健診を受けることで
知ることができますよ！

×風呂桶５杯分

２つの腎臓に１分間に１ℓ
血液が流れ込む（約150ℓ/日）

尿
１日1～1.5ℓ

ギュ～ッと
豆腐の水を

絞り出すイメージ

腎
臓
の
働
き
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館☎2－2141

出発!!移動図書館バス

読
書
週
間

展
示
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ 　

リ
ス
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
は

リ
ス
で
、
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
は

木
の
実
で
す
。

　
こ
の
本
は
、
も
と
や
す
け
い

じ
さ
ん
の
の
り
も
の
絵
本
シ
リ
ー

ズ
の
一
冊
で
す
。
仕
事
を
し
て

い
る
時
に
出
て
く
る
町
の
看
板

や
お
店
が
細
か
く
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
て
、
読
む
の
が
楽

し
く
な
り
ま
す
。

　
リ
ス
タ
ク
シ
ー
に
一
度
乗
っ

て
み
た
く
な
り
ま
す
よ
。

　
児
童
福
祉
会
館
の
ロ
ビ
ー

に
、
図
書
館
で
登
録
し
な

か
っ
た
本
を
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
読
ん
で
み
た
い
本
・
気

に
な
る
本
が
あ
れ
ば
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。（
冊

数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

『
知
ろ
う
！
学
ぼ
う
！
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
17
の
目
標
の

中
か
ら
今
月
は
「
④
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」「
⑤

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」「
⑥
安
全
な
水

と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」

の
３
つ
の
目
標
を
取
り
上

げ
て
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

手
づ
く
り
し
め
飾
り
講
座　

◇
日
時
：
11
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～

◇
会
場
：
児
童
福
祉
会
館

◇
対
象
：
一
般

◇
定
員
：
10
人

◇
材
料
費
：
４
，
０
０
０
円

◇
申
込
： 

11
月
８
日
（
火
）
ま
で
受
付
中
で
す
。
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
図
書
館
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
後
欠
席
の
場
合
は
、
材
料
費
を
い
た
だ
く
こ
と
を

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

『
リ
ス
タ
ク
シ
ー
』 

も
と
や
す　
け
い
じ
：
著

 

佼
成
出
版
社

※�昨年と時間帯が変更
になっているステー
ションがあります。

11
月
1
日
（火）

錦町寿の家 ９：５０～１０：０５

Ａコープサンタ村前 １３：２５～１３：４５

豊似公営住宅 １３：５５～１４：１５

野塚郵便局前 １４：３０～１４：５０

11
月
4
日
（金）

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

丸山３丁目集会所前 １１：２０～１１：４０

役場前 １１：５５～１２：１０

音調津郵便局前 １２：３５～１２：５０

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
乗
り
鉄
エ
キ
ス
パ
ー
ト

 

鈴
木　
省
吾
（
他
３
名
共
著
）

◇
応
援
消
費 

水
越　
康
介

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団 

池
井
戸　
潤

◇
プ
リ
ン
シ
パ
ル 

長
浦　
京

児
童
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ル
ル
と
ラ
ラ
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス

 

あ
ん
び
る　
や
す
こ

◇
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
お
に
ぎ
り
ぼ
う
や
の
た
び
だ
ち

 

柴
田　
ケ
イ
コ
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俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

朝
日
さ
す
空
に
大
漁
の
い
わ
し
雲�

髙た
か
な
み浪　　

洋よ
う
こ子

乳
揺
ら
し
反
芻
の
牛
秋
の
空�

佐さ
さ
き

々
木　
蓮れ
ん

月げ
つ

子
の
足
の
遠
の
く
浜
辺
九
月
来
る�

�

中な
か
や
ま山　　

道み
ち
よ代

カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
の
案
山
子
シ
ョ
ウ
ヘ
イ
似

�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

天
高
し
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
あ
い
う
え
お

�

平ひ
ら
は
ら原　

伊い
つ
こ

都
子

天
高
し
直
立
点
呼
の
消
防
団�

伊い
と
う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

奥
山
の
紅
葉
眺
め
秋
の
空

　
　
　
　

冬
が
近
し
と
気
が
沈
む�

本ほ
ん
だ田　
　
道み
ち
こ子

折
々
に
通
い
し
父
母
の
眠
る
墓ち

も

更
地
に
な
り
て
淋
し
さ
ひ
と
し
お�

佐さ
さ
き
々
木
恵え
み
こ
美
子

ご挨拶
皆様こんにちは！９月より地域おこし協力隊として水産商工
観光課に着任しました黒子真侑（くろこまゆ）と申します。現
在、体験型観光の企画運営やアテンド業務を担当しています。
広尾町の魅力が伝わる企画をたくさん考えていきたいと思い
ますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

地域おこし協力隊になった理由
以前、広尾町を訪れた際に酪農や漁業に携わる方々と接する機会があり、広尾町に元々根付いている取り
組みや繋がりを大事にしながらも、新しい風やアイデアを送り込み、この先の広尾町をより良いものにし
たいと活動していることを知りました。また個人ではなく、ジャンルや職業を飛び越え協力し合い進めて
いることに、大きな魅力と可能性を感じました。私も広尾町に移住し暮らしの中で町への知見を広め体現
し、その活動に協力したいと思い協力隊になることを決めました。

第１回芽室町民向け広尾ツアー開催！
９月25日（日曜日）に芽室町民向けの広尾ツアーを開催しました。
友好都市である芽室町の方々に、広尾町の一次産業をもっと知っ
てもらおうとの思いから開催したこのツアー。放牧体験や十勝
港の散策、昆布干し体験など広尾町を満喫できる内容になりま
した。すでに次回開催に向けて動いているので、より充実した
プログラムを設けたいと思います。

隊員日 記
Vol.78

広尾町
地域おこし協力隊
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広尾町子育て支援センター（☎2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

ミニ講話 お楽しみ広場
日　　時　11月11日（金）午前11時～
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　０、１歳
　　　　　 歯科衛生士のお話です。乳歯

の大切さやおやつの与え方な
ど参考になりますよ。ぜひ参
加してください。

日　程　11月８日（火）　２～４歳対象
　　　　　　16日（水）　１歳対象
　　　　　　22日（火）　０歳対象
場　所　子育て支援センター
内　容　 今月は簡単なシール遊びをした

いと思います。お母さんと一緒
に楽しくできるので遊びに来て
ください。

11　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日 ２日 ３日　文化の日 ４日　

０　　歳 １　　歳 休　　所 ２～４歳
７日　 ８日（お楽しみ広場） ９日 10日 11日（ミニ講話）

０　　歳 ２～４歳 １　　歳 ２～４歳 ０、１歳
14日 15日 16日（お楽しみ広場） 17日（ママとも広場） 18日

２～４歳 ０　　歳 １　　歳 ２～４歳 ０　　歳
21日 22日（お楽しみ広場） 23日　勤労感謝の日 24日 25日　

１　　歳 ０　　歳 休　　所 ２～４歳 ０　　歳
28日 29日 30日（絵本大好き）

１　　歳 ２～４歳 １　　歳

子
ど
も
が
も
つ
地
域
へ
の
関
心

　
Ｃ
Ｓ
の
導
入
と
と
も
に
、
各
学
校
で
は

ふ
る
さ
と
学
習
（
地
域
を
学
ぶ
学
習
）
を

工
夫
し
な
が
ら
、
内
容
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
小
学
校
で
は
広
尾
町
の
特
色

を
学
び
、
町
の
よ
さ
を
他
町
の
小
学
生
へ

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
取
組
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
こ
と
を
自
ら
発
信
す

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
ふ
る

さ
と
を
考
え
る
意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
な
お
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
児
童
・
生
徒
質
問

紙
の
中
に
、「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
を
学
ぶ
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
対
し
て
関
心
を
も
つ
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
意
図
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
益
々
、
地
域
の
中
で
、
よ
り

よ
い
生
活
を
心
が
け
る
広
尾
っ
子
の
成
長

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

　
こ
れ
ま
で
、
各
校
で
開
催
さ
れ
て
き
た

学
校
運
営
協
議
会
の
熟
議
で
は
、
広
尾
っ

子
の
よ
さ
（
長
所
）
が
い
く
つ
も
話
し
合

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
さ
の
例
と
し
て
は
、「
素
直
さ
」、「
思

い
や
り
」、「
明
る
さ
」、「
人
懐
っ
こ
さ
」、

「
仲
間
意
識
」、「
堅
実
さ
」、「
良
識
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
意
識
調
査
の
結
果
か

ら
広
尾
っ
子
の
自
己
肯
定
感
が
低
い
（
自

分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
意
識
し
て

い
な
い
）
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
点
か
ら
、
広
尾
っ
子
は
、
多
く
の

よ
さ
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、
実
際
に
実
感

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
子
ど
も
が
自
分
の
よ
さ
に
気
付
く
の
は
、

周
り
の
人
か
ら
褒
め
ら
れ
た
り
認
め
ら
れ

た
り
す
る
経
験
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
で
は

「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
方
か
ら
は
、
地
域
で
目
に
す
る

広
尾
っ
子
の
頑
張
る
姿
や
感
心
し
た
姿
に

対
し
て
、
激
励
の
言
葉
が
届
い
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
各
学
校
に
送
付
し
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

よ
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します
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放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

文化の日
海洋博物館無料開放

第61回秋の芸術祭展示発表（ ９:00）～６日まで

海洋博物館無料開放
豊似文化祭（ 9:00）

海洋博物館無料開放

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場�（ ２～４歳対象）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

道民芸術祭・十勝管内郷土芸術祭（展示部門）（ ９:00）～13日まで
運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45）

手づくりしめ飾り講座（ ９:30）
年金相談（商工会館10:30※要予約）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

ミニ講話（歯）（ ０、１歳対象）

おもいっきり楽しみ隊「サンタランドウッドで作品づくり」
（ 10:00）
のびのびサロン（ 13:30）

総合型地域スポーツ事業（ 10:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
生活・仕事相談会（ 15:00※要予約）

お楽しみ広場�（ １歳対象）

ママとも広場�（ ２～４歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

第61回秋の芸術祭芸能発表（ 13:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）
議会報告会（ 14:00/ 音調津総合センター18:30）

お楽しみ広場�（ ０歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

勤労感謝の日

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）
議会報告会（ 19:00）

土曜おはなし会（ 10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

絵本大好き（１歳対象）（ 10:30）

：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター

１

８

18

15

27

２

９

19

３

10

20

４

11

21

５

12

22

６

13

23

16

７

14

24

17

25

26

28

Twitter
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式ＳＮＳぜひ「フォロー」
してください
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11月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、８日（火）14：00～15：20、15日（火）14：00～15：10は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。
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表紙の写真
10月７日にシシャモの初水揚げが行わ
れました。初日は約４トンが水揚げされ、
船から揚がったシシャモは手際よく仕
分けされ、市場へと運ばれました。シシャ
モ漁は11月中旬頃まで行われる予定です。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　6,258人（−21人）
�男　性　3,020人（−13人）
�女　性　3,238人（−８人）
�世帯数　3,247世帯（−12世帯）
内訳
�自然増減　−５
　（出生４人・死亡９人）
�社会増減　−15
　（転入等６人・転出等21人）
�その他　　−１
�※外国人住民を含みます
�　（９月30日現在）
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